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開扉時のラッチボルト側面に赤い●印が見える

室内側のレバーハンドルでラッチボルトを一度引き込み

手を放してからラッチボルトの側面を確認してください。

左図のようにラッチボルト側面に赤い●印が見えれば

フェイル セーフ機能が作動しています。→【3】へ進む

●印が見えなければ正常です。→そのまま使用できます

ラッチボルト

ラッチボルトがドア枠にぶつかる

扉が閉まらない時は

以下の手順で、フェイル セーフ機能の作動を確認します。

作動している場合は、速やかに錠の交換をお願いします。

フェイル セーフ機能作動時の施解錠方法は、通常操作と異なります。本説明書（裏面）をお読みになり、正しい操作をお願いします。

【 1：ラッチボルトがドア枠にぶつかり、扉が閉まらない時 】

【 2：フェイル セーフ機能作動の確認 】　開扉時のラッチボルト側面に赤い●印が見える
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① レバーハンドルを操作し

　（ラッチボルトを引き込ませたまま）

② 扉を閉める

① 記憶番号を押す

② レバーハンドルを操作し

　（ラッチボルトを引き込ませたまま）

③ 扉を閉める

① 記憶番号を押す

② レバーハンドルを操作し

　（ラッチボルトを引き込ませたまま）

③ 扉を開ける

【 3：フェイル セーフ機能作動時の施錠方法 】

室外側 室内側

① レバーハンドルを操作し

　（ラッチボルトを引き込ませたまま）

② 扉を開ける

室外側 室内側

【 4：フェイル セーフ機能作動時の解錠方法 】　　通常操作と同じです

上記操作は、暫定対応です。速やかな『錠の交換』をお願いします
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※ 両面ボタンタイプの場合は、室外側と同様の操作をおこないます。

※ 両面ボタンタイプの場合は、室外側と同様の操作をおこないます。


